「イエス様が生まれる前のお話し」　2009年5月24日 家族礼拝
イエス様は2000年前にお生まれになりました。今日は、それよりももっと前のお話をしましょう。

1． イエス様がお生まれになる200年も前のことです。イスラエルの人たちは当たり前のようにいつもの暮らしをしておりました。

2． ところがその頃、ギリシャというとっても強い国が、その地域で力を強めていたのです。
3． そしてとうとうギリシャはイスラエルに攻めてきたのです！ こうしてイスラエルの国は、ギリシャのものになってしまったのでした・・・。

4． でもしばらくすると、イスラエルはギリシャの支配から解放されました。これはイエス様がお生まれになる150年くらい前のことです。ギリシャの国はイスラエルをメチャクチャにしましたから、自由になったイスラエルの人々は大喜び！

5． ところがところが、そのうちギリシャよりももっと強い、ローマという国が力をつけてきたのです！

6． イスラエルの平和は、あっという間に消えてなくなってしまいました･･･。ローマはものすごい力で、イスラエルを自分のものにしてしまったのです。イスラエルの人々には自由がなくなり、みんなとっても悲しい思いをすることになってしまいました。これはイエス様がお生まれになる60年くらい前の出来事です。
7． やがてイエス様がお生まれになり、私たちのために十字架にかかってくださり、復活してくださいました。
　イエス様がお生まれになる前のイスラエルには、こんなに大変な出来事が次々と起こったのです。

イスラエルの人々は、何でこんなに悲しい出来事が起こるのか、理由がさっぱり分かりませんでした。

でもイエス様がお生まれになって、そしてそのずっと後になって、その理由がわかったのです！ それは・・・

8． ギリシャはこの地方の人たちに、自分の国の言葉を教えました。だからイスラエルの人たちも、ギリシャの　

　 人たちも、また他の国の人たちも、み～んなギリシャ語を話すことができたんです。
　　新約聖書はギリシャ語で書かれました。だから、イスラエル以外の人たちも、誰でも聖書を読むことが出来たんです。もしイスラエルの人しか分からない言葉で書いたら、イスラエルの人しか読むことは出来ないもんね。

　　ギリシャによって占領されたことは悲しいことでしたが、イエス様のことが世界中に伝えられるために、

これは必要なことだったんですね。

9． いっぽうローマですけど、ローマは素晴らしい道を各地につくりました。人々はこの道を通って、どこまでも
 行くことが出来たんです。
　　 イエス様が天に昇られたあと、弟子たちやパウロさんたちが、世界中にむかってイエス様のこと、そして聖書の教えを伝えました。そのことのために、このローマがつくった道が大活躍したのです！

　　もしこの道がなかったら、イエス様のことは世界中に広がることはなかったかも知れませんね。ローマによって占領されたことは悲しいことでしたが、イエス様のことが世界中に伝えられるために、これもまた必要なことだったんですね。
10． 「その人は必ず来る」 マラキ３：１
　イエス様がお生まれになる前、色々な出来事が起こりました。その時は、なぜそんなことが起こったのか、誰もわかりませんでした。

でもそれには、全部意味があったんです。イエス様が来るために、全部必要なことだったんですね。

何百年もたって、ようやく意味が分かったんです。

私たちも同じようなことがあるかも知れませんが、これからもイエス様を信じて歩んでいきましょう。
おしまい

